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大値や傾きは輝度コントラストによって変化せず、読書関数の位置(Location of Reading 
Function)のみが変化した。輝度コントラストとLocation of Reading Functionの関係は












































た。研究1, 3, 4では、Critical Band成分量が多いものほどReading Acuityが小さく(研究
1)、コントラスト閾が低くなり(研究3・4)、読みやすい傾向が得られた。研究1と研究3・4
では、測定した読みやすさの指標は異なるが、Critical Band成分量が増えると読みやすく
なるという傾向は一貫していた。研究1～4の結果から、線幅、輝度コントラスト、サンプル
密度、Duty比という、異なるデザイン要素が読みやすさに与える影響を、Critical Band成
分量という共通の変数から予測できる可能性が示された。文字の物体空間周波数特性
(Critical Band)と人間のコントラスト感度という空間周波数側面から検討することで、これ
まで個々に議論されてきた、文字のデザイン要素と読みやすさの関係を、統一的に説明し
た。
